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学校番号 50 学 校 名 静岡県立島田工業高等学校 校 長 名 飯田 龍太郎 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

 取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

基本的生活習慣の確

立、規範意識や社会

性の育成を通して、

人間力の基礎を築

く。 

「挨拶がしっ

かりできてい

る」「場に応じ

た着こなしが

できている」

と答える生徒

100％。 

学校評価ｱﾝｹｰﾄ

（生徒）１ 

挨拶 97.8％ 

学校評価ｱﾝｹｰﾄ

（生徒）２ 

服装 94.8％ 

Ｂ 

挨拶はできるようになったが、Ｔ

ＰＯに合わせた挨拶や、もっと元

気のある挨拶ができるようになり

たい。今後は、学年や学科、部活

動と連携して挨拶励行の徹底を図

りたい。また、集会時の正装に関

しては式典や集会時には正装する

意義や必要性を持たせたい。 

遅刻者の年間

平均が１日 

１人以内。 

１ 学 期 平 均

0.77 人 

２ 学 期 平 均

0.93 人 

Ｂ 

学年平均だと１年生が１人を超え

ている。原因は長欠や持病持ちだ

と考えられる。また、２学期に欠

席等が集中するため、その対策も

考えたい。 

自転車安全指

導カードを交

付された数が

前年度より減

少。 

自転車安全指導

カード 

Ｒ５年度 51 枚

→Ｒ６年度 11

月までで７枚 

Ｂ 

前年度と比較して大幅に減少して

いる。自転車事故が減らないこと

から、基本的な交通ルールの徹底

が不十分であった。 

図書館の利用者

数延べ 3,000 人

以上。 

４～12 月の延

べ人数で、昼お

よび放課後の利

用 者 （ 2,348

人）と授業等団

体 利 用 （ 933

人）の合計が

3,281 人に達し

た。 

Ａ 

一人当たりの平均貸出冊数は 2.6

冊（昨年度 2.5 冊）で、カウント

外のコンビニ文庫も順調に活用さ

れている。図書委員会による学期

ごとの企画展示や、読みやすい

「図書館だより」さらに生徒作成

の工夫されたポップを定期的に掲

示し、親しみやすい図書館作りが

できた。書籍のリクエストにも可

能な限り対応。さまざまな事情を

持った生徒が安心して本に向き合

える環境であるよう、今後も利用

者に配慮し運営していきたい。 

イ 

生徒を前面に出した

教育活動を推進す

る。 

「学校行事や

クラス活動で

互いに協力し

合っている」

と答える生徒

90％以上。 

体育大会・文化

祭・HR デー・

LHR 

学校評価ｱﾝｹｰﾄ

（生徒）４ 

行事・ｸﾗｽ活動 

96.1％ 

学校評価ｱﾝｹｰﾄ

（保護者）９ 

89.5％   

Ｂ 

文化祭や体育大会などの学校行事

に多くの生徒が積極的に参加し、

充足感を得ていることは評価でき

る。保護者からの回答ではおおむ

ね良好である。保護者への学校行

事の告知や報告を今後も丁寧に行

う必要がある。 

生徒会が企画

した事業の実

施。 

体育大会・文化

祭時の生徒会企

画の実施。 

Ａ 

文化祭に加えて、体育大会の生徒

会種目を実施した。またこの２つ

の行事では、クラスＴシャツの着

用を許可した。 
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イ 

生徒を前面に出した

教育活動を推進す

る。 

部活動加入率

95％以上。 

部活動加入率 

95.1％ 

運動部64.3％ 

文化部 30.8％ 

Ａ 

部活動加入率 95.1％。２・３年

生は加入が任意であるが、継続し

て部活動に取り組む生徒が多いの

は良い傾向である。 

「他の部員と

協力して部と

しての目標達

成のために努

力している」

と答える生徒

80％以上 

学校生活アンケ

ート 15 

1 年 72％ 

2 年 76％ 

3 年 65％ 

Ａ 

部活動加入率が高い水準であるこ

とに比例し、チームとしての結束

が不可欠な大会で成果を出してい

ることから目標は達成していると

考えられる。 

ウ 

授業改善と学習習慣

の定着に重点を置

き、生徒の基礎学力

の定着を図るととも

に、知識や技能を活

用する力や思考力を

育成する。 

授業改善をテ

ーマとした校

内研修を、年

３ 回 以 上 実

施。 

6 月に 2 回、10

月に 1 回授業改

善特に ICT の活

用について研修

を行った。 

Ａ 

「教員は、ICT を取り入れた授業

を行おうと努めている」の項目で

78.6％「あてはまる」と回答して

いる。今後も継続し、「全くあて

はまらない」を０％にしたい。 

校内外で授業

参観をした教

員 80％以上。 

検証するデータ

がないが、定期

訪問時に公開授

業を行ってい

る。 

Ｂ 

公開授業期間中に何回他教員の授

業を参観したか回数を調べる等、

授業参観について客観的に集計で

きるアンケート等の実施を検討す

る。 

「授業に主体

的に取り組ん

でいる」と答

える生徒 80％

以上。 

「授業に主体的

に取り組んでい

る」と答える生

徒 91.5％。 

Ａ 

グループワーク等での ICT の活用

が増え、講義型の授業が減ってい

る。一方、受動的な様子から積極

的に授業を受ける様子が捉えられ

るので、今後も校内研修を重ね、

効果的な授業づくりを進めていき

たい。 

ＧＷＳなどの

学習系クラウ

ドサービスを

授業で活用し

て い る 教 員

80％以上。 

検証するデータ

がないため評価

しにくいが、校

内研修で ICT の

活用について取

り上げている。 

Ｂ 

数字には出せないが、多くの教員

が授業で１台端末を活用している

様子である。アンケート項目や回

答方法の見直しなど成果目標を検

証できるようなデータ収集方法を

検討する必要がある。 

「家庭学習を

毎日 60 分程度

行っている」

と答える生徒

60％以上。 

家庭学習を毎日

60 分程度行っ

ていると答える

生徒 25.6％。 

Ｃ 

目標達成ができていない。１日１

Ｐを無くした影響もあると思うの

で対策を考えていきたい。 

実習のレポートや資格取得のため

の自己学習を想定していたが、家

庭における学習習慣の定着には至

っていない。今後は、放課後の時

間を活用し学校で学習習慣をつけ

させることなどについて検討して

いく。 

「課題や提出

物をしっかり

出している」

と答える生徒

95％以上。 

「課題や提出物

をしっかり出し

ている」と答え

る生徒 95.8％ 

Ａ 

全校集会や学年集会等での呼びか

けや生徒が課題や提出物にきちん

と取り組めるような年間行事予定

を計画していきたい。 

肯定意見が 95.8%を達成してお

り、ほぼ全ての生徒が期日までに

提出物を出すことができている。 
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ウ 

授業改善と学習習慣

の定着に重点を置

き、生徒の基礎学力

の定着を図るととも

に、知識や技能を活

用する力や思考力を

育成する。 

基礎力診断テ

ストの各科目

で学習到達度

Ｄ判定の生徒

を前回より減

少させる。 

D ゾーンの生徒

の割合 

1 年 23％ 

2 年 37％ 

3 年 41％ 

Ｃ 

４月のデータと比較するとどの学

年もＤゾーンの生徒が増加してい

る。実施時期等の取組み方法を検

討していきたい。 

エ 

全体への計画的なキ

ャリア教育と個に応

じた進路指導の両面

から、生徒の進路実

現を支援する。 

「進路につい

て自分で情報

を集めたり先

生や保護者と

相談したりし

ている」と答

える生徒 75％

以上。 

アンケート結果 

生徒 90％ 

保護者 84.9％ 

Ａ 

この数年間の様子を見ていると、

実行できている生徒は増加してい

る。取り掛かりが遅い生徒もいる

ため、もう少し早くから実行でき

ると良い。 

「進路目標の

早期作成に取

り 組 ん で い

る」と答える

生 徒 80 ％ 以

上。 

アンケート結果 

生徒 86％ 

保護者 90.5％ 

Ａ 

インターンシップの取り組みや、

出前授業や現場見学会、ホビーシ

ョーなど地域の産業界との交流を

通じ、生徒の進路意識を高揚させ

ることができた。個に応じた進路

指導、面接指導を行い、生徒の進

路実現を図ることができた。しか

し、各学科の学習内容に沿った職

業選びができていないように感じ

る。 

学校紹介民間

企業就職内定

率 100％ 

就職希望者は 

100％内定。 
Ａ 

今年度は第一希望としていた企業

の求人が来ないケースがあったも

のの、たくさんの企業からの求人

を頂いた。12 月末時点で内定

100％を達成した。 

公務員希望者の

合格率 80 ％以

上。 

12 月末時点 10

名中 8 人内定で

80％ 

Ａ 

８名は希望する市役所、自衛隊に

内定を頂いた。２月初旬に残り２

名の合否が決定する。 

大学・専門学校

進学希望者の第

一志望校合格率

90％以上。 

第一志望の合格

率 97.5％ 

達成。 

Ａ 

３名の生徒が国公立大に挑戦し、

２名が合格を果たした。総合型選

抜(ＡＯ)や一般推薦等の入試で高

い合格率を達成した。 

オ 

将来の工業技術者と

して必要な基本的な

知識や技術、安全意

識を身に付けさせ

る。 

安全教育資料

に基づく指導

と５Ｓ・ＫＹ

の 徹 底 に よ

り、実習中の

事故０件を達

成する。 

実習中のけが

14 件(軽微な

ものを含む)。 

Ｂ 

年度当初に安全教育を行い、安全

意識の徹底を図った。また毎時

間、実習前に必ず安全確認を行い

事故防止に心がけた。生徒の安全

意識は高い。電子工作を行うこと

もあり今後もやけどや感電等の事

故が無いようにしていきたい。 

課題研究論文集

の作成や、発表

会開催により、

校内での学習成

果を共有する。 

課題研究文集の

作成、各科での

課題研究発表会

の実施、代表の

班による校内発

表の実施。 

Ａ 

各班で決めたテーマに向けて１年

間取り組み、問題意識や課題解決

能力を養うことができた。また文

集の作成や発表会に向けての準備

など、自分たちの研究成果を他の

生徒に共有させる取り組みができ

た。１月 24 日には、全校におけ

る発表会を行う。 
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オ 

将来の工業技術者と

して必要な基本的な

知識や技術、安全意

識を身に付けさせ

る。 

各科で重視す

る資格・検定

について、目

標合格率を定

め 、 達 成 す

る。 

ボイラー、溶

接、製図検定な

ど 80％以上の

合格率達成 

第２種電気工事

士合格率 98% 

２級土木施工管

理技術検定合格

者 25 名（ 71

％） 

Ａ 

ボイラー取扱技能講習、アーク溶

接技能講習、ガス溶接特別教育、

機械製図検定などにおいて合格率

80％を超す事ができた。第２種電

気工事士については３年生 37 名

所得、２年生は 31 名合格し、10

名は下期試験を受験し現在結果待

ちである。第１種電気工事士は２

年生で１名合格した。２級土木施

工管理技術検定（第一次検定）は

今年度も 70％以上の合格率を維

持できた。 

ジュニアマイ

スター顕彰制

度において、

ゴールド・シ

ルバー合わせ

て 20 名以上認

定を受ける。 

ブロンズ０人 

シルバー８人 

ゴールド５人 

(内１人は特別

表彰) 

Ｂ 

１年時からの積み重ねのため、ど

のように学習を重ねていくかが来

年度に向けての課題となる。今後

は、学科に関係する資格・検定以

外の様々な資格・検定にも挑戦さ

せていきたい。 

県高校生競技大

会や公募コンテ

スト等に団体・

個人合わせて参

加 25 件以上、上

位 入 賞 ５ 件 以

上。 

ものづくりコン

テスト東海大

会、溶接部門、

測量部門に出

場。 

静岡県ものづく

り競技大会の旋

盤 1 名、溶接 2

名、CAD2 名、

IT ネットワー

クシステム管理

3 名木材加工 2

名、測量 4 名出

場。ロボットア

イデア甲子園中

部大会に５名参

加。 

Ｂ 

溶接ではものづくり東海大会第３

位であった。 

エコラン大会は参加予定であった

ものの残念ながら悪天候の為大会

が中止となった。各部門に参加す

る生徒は、日々の積み重ねをしっ

かり行い努力することができた。

指導のノウハウをどう伝え今後の

活動に役立ていくかが課題とな

る。 

ロボットアイデア甲子園では、初

めて全国大会へ出場した。全国大

会では特別賞(不二越賞)を受賞し

た。 

カ 

積極的な情報発信

や、保護者・地域・

産業界と連携した教

育活動を推進し、地

域に信頼される学校

づくりを推進する。 

島工通信 

年６回以上発

行。 

 

公 式 Ｓ Ｎ Ｓ

（Ｘ）またはＨ

Ｐ 

記事掲載 

月 25本以上 

 

（工業科＋学年 

月 15本以上） 

（普通科＋部活 

月 10本以上） 

島工通信 

年７回発行。 

公式SNS（X）ま

たはHP 

４～12月で合計

300件投稿。 

記事掲載 

月33.3件 

（工業科＋学年

月18.2件 

普通科＋部活動

10.6件） 

学校評価アンケ

ート（保護者）

14 

HP 更新 

（昨）58.8％→ 

65.2％  

Ａ 

記事投稿数は目標数値を達成して

いる。新ＨＰへの移行後も情報発

信は続いている。 

学校評価アンケート（保護者）の

割合も昨年度に比べ大幅に増え

た。 

しかし、学校評価アンケート（保

護者）「わからない」が 28.1％

と高く、新ＨＰと公式ＳＮＳと両

方で必要な情報を発信していきた

い。 



様式第３号 

カ 

積極的な情報発信

や、保護者・地域・

産業界と連携した教

育活動を推進し、地

域に信頼される学校

づくりを推進する。 

島工生が中学生

に説明する場面

を増やす。 

１日体験入学に

おける中学生・

保護者の満足

度、ならびに中

学校説明会にお

ける中学生・保

護者の満足度  

各 80％以上。 

体験入学 

「工業高校の内

容がよく分かっ

た」80% 

「工業高校の実

習などに興味を

持った」62.9% 

中学生対象説明

会 

「島田工業高校

の内容がよくわ

かった」74.3% 

「島田工業高校

の実習などに興

味を持った」

20% 

Ｂ 

体験入学の参加者数は昨年より減

少しているが、昨年の類別選択体

験から全科体験へと内容を変え、

幅広い視点から工業高校の魅力を

アピールできた。アンケートの結

果からも 82.7％が進路決定に役

立つとの回答が得られた。また記

述アンケートでも好意的な意見が

多いことから目標である「中学

生、保護者の満足度 80％以上」

に届いたと考えられる。地域の中

学生の数が減少する中で、今後も

丁寧な広報活動に努めていきた

い。 

小中学校への

出前授業や地

域の方対象の

ものづくり教

室 等 の 開 催 

年７回以上。 

六合こどもチャ

レンジへ参加

（情報電子科） 

六合文化祭への

参加(機械科) 

島工サイエンス

スクール(全科) 

Ｂ 

８月 24 日に六合公民館にてこど

もチャレンジクラブに参加した。

ドローン操作体験を行い、いかに

障害物を素早く超えて、既定の航

路を進めるかタイムの競争をする

など大変喜んでいただいた。 

保 護 者 が 参

加・参観する

行 事 の 開 催 

年７回以上。 

進路ガイダン

ス、保護者向け

説明会 

７回以上実施 

Ａ 

文化祭は入場制限を撤廃した結

果、多くの保護者が来場して授業

以外の生徒の様子を見てもらえ

た。また、ＰＴＡ展では各地区か

らの協力で本部バザーを盛り上げ

た。 

ＰＴＡ理事会３回、総会、総会に

合わせ公開授業、ＰＴＡ地区研修

会、オープンスクールを実施し

た。 

地域の企業・

大学等による

出前授業の開

催 年 10 回以

上 

潮トンネル見学

(Ｅ・Ｊ科) 

各種 TV に出演

（Ｊ科） 

Ｂ 

今年初めて情報電子科が見学会へ

参加した。 

発明した（デジタル聴診器、耳鳴

り抑制装置）が全国で放送され

た。 

機械科では出前授業を、建築科・

都市工学科では現場見学会を実施

した。 

生徒の地域防

災訓練参加率

70％以上。 

12 月に実施さ

れる地域防災訓

練への参加を促

す。 

Ｂ 

12 月の地域防災訓練への参加率

は 27.7％であり、昨年度よりは

増加したが目標数値には達してい

ない。しかし、生徒の学校評価ア

ンケートからは 59.1％が危機管

理意識が向上していると回答があ

った。 

キ 

生徒が安心・安全に

授業や諸活動に取り

組める環境を整えら

れるよう、教職員の

資質向上に努める。 

不祥事根絶研

修を毎月実施

する。 

毎月、職員会議

の後に実施し

た。 

Ａ 

毎月の職員会議の他、６月には教

職員各自で、不祥事根絶に関する

チェックシートを記入して確認す

る研修、12 月には不祥事根絶に

関する動画視聴による研修を実施

した。 



様式第３号 

キ 

生徒が安心・安全に

授業や諸活動に取り

組める環境を整えら

れるよう、教職員の

資質向上に努める。 

「こころと身体

のチェックリス

ト調査」と「学

校生活アンケー

ト」を実施し、

回答内容によっ

てはケース会議

を実施する。 

各学期に２種類

のアンケートを

実施した。 

長期休業明けに

は別のアンケー

トを実施した。 

Ａ 

アンケート結果を踏まえて生徒と

面談し、本校の相談室につなげる

ことができた。また、長期休業明

けアンケートでは、生徒の健康観

察、心の観察を行うことができ

た。 

情報セキュリ

ティに関する

校内研修 

年１回以上。 

情報セキュリテ

ィに関する研修 

１回以上実施。 

Ａ 

定期的に情報担当より全職員に情

報提供等を行っている。今後も継

続して実施したい。 

危機管理マニ

ュアルの内容

の確認。 

危機管理マニュ

アルの点検・活

用の徹底。 

Ｂ 

年 1 回の火災訓練実施に基づき、

12 月に避難動線を複数方向に分

けた火災避難訓練を実施した。 

ＡＥＤによる

救命や応急手

当に関する研

修 年１回。 

１月に外部講師

を呼んで実施し

た。 

Ａ 

ＡＥＤの使用方法や使用する場

面、本校のＡＥＤの設置場所につ

いて、職員全体で共有することが

できた。 

ク 

組織的な業務改善を

推進し、生徒に向き

合う時間の確保、教

職員の心身の健康保

持に努める。 

紙の使用量を

前年度比 10％

削減する。 

印刷用紙購入数 

（12 月時点）

1229〆 

→899〆 

１〆500 シート 

 

９％削減 

(12 月末時点) 

Ａ 

アンケートなどを Google Forms

などで行うことで紙の使用量を減

少させることができた。 

今後も資料はクラスルームにアッ

プし、各種会議資料も同様にでき

ればと考えている。 

配布資料等の電子化を図った。Ｐ

ＴＡ・後援会総会資料を電子化し

て配布（1 冊 27 枚の資料：会員

数 569 人）。 

教員１人あた

りの時間外勤

務を昨年度よ

り削減する。 

年間総時間外在

校等時間(平均) 

４月～12 月 

281 時間 13 分 

→294 時間 14

分 

Ｃ 

校内分掌における配置の見直しや

職員安全衛生委員会の委員による

声かけ等を実施した。しかし、部

活動以外の教材研究でも時間外勤

務が増加したことや、大幅な分掌

替えや５年に一度の本監査や検

査、調査と委託業務の発注、前年

度にはなかった業務が集中したこ

とが要因であると思われる。令和

８年度までを視野に入れた分掌の

割振りを計画し、今年度よりも削

減することを目指していきたい。 

夏季休暇取得

率 100％。 

確認したが、夏

季休暇は取得で

きている様子で

あった。 

夏季休暇取得率 

90.77％ 

Ｂ 

運動部の顧問も含めて取得できて

いた。一部の職員について、制度

の改正で 10 月末まで取得できる

ことを周知されていなかったこと

が原因の１つだと推測される。次

年度は周知し 100%を目指す。 

文化の匠、部

活動支援員、

相談員等の外

部人材を４人

以 上 配 置 す

る。 

文化の匠１人 

部活動指導員２人 

部活動外部指導者２人 

Ａ 

外部人材を配置することにより、

教員の多忙化解消、生徒の活動機

会の確保につながった。 



様式第３号 

ケ 

公費の適正かつ効果

的な執行に努め、生

徒の学習環境を充実

させる。 

「安全で快適

に生活できる

施設・設備が

整っている」

と答える生徒

85％以上。 

学校評価ｱﾝｹｰﾄ 

（生徒）25 

87.7％→ 

85.8％ 

学校評価ｱﾝｹｰﾄ 

（保護者）21 

87.7％→ 

91.5％ 

Ａ 

施設設備の老朽化が進行したこ

とが、生徒からの評価が低いと

思われるが、自力で対応可能な

ものは、迅速に対応した。限ら

れた予算の範囲で、効果的に執

行し、生徒の学習環境を充実さ

せる。 

監査での文書

指摘事項ゼロ 

監査、会計・

物品事務検査

における文書

指摘事項ゼロ 

Ａ 

日々、緊張感をもって業務に従

事した。最終決裁者が誤りを指

摘する案件も多いので、一人ひ

とりが厳正なチェックを意識す

る必要がある。 

 


